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要旨 

 

現在、中国における本語学習者数は、海外第一位となっている（国際交流基金 2015）。この

うち、中国の高等教育の日本語学習者は 679,336 人で、中国の日本語学習者全体の七割を占め

ている（国際交流基金，2012）。また、田中（2003）は中国の大学の日本語教育の中で、日本

語専攻は開設時期が早く、他を牽引していると述べている。しかし、日本語学習者が増えるに

つれ、中国の日本語教育の現状における問題点も顕著になっている。袁（2014）は中国の日本

語教育の現状における最大の問題点は、日本人と交流する機会が少ないこととネイティブの日

本語教師が少ないことだと指摘する。中国の大学の日本語学習者にとっても、生の日本語と日本

人との接触が少ないことは、問題である。 

このような中国の大学の日本語教育の現状を踏まえ、本研究では学習者の授業内の学習環境

と授業外の学習環境との相互作用を焦点にし、学習環境デザインへの示唆を考察する。 

「学習環境」と「学習環境デザイン」がどのようなものであるかについては、美馬・山内（2005），

美馬（2010），細川（2015），文野（2004）などの先行研究がある。以上の研究を踏まえ、本研究に

おいては、文野（2004）の定義に基づき、学習環境を、学習者が会って話をする、直に見る、ある

いは電話やメールでやり取りをするなどの目に見える接触が行われている環境であると定義す

る。それに対し、「学習環境デザイン」とは、目的、対象、要因、学習に至るまでの過程などを

意識した活動であり、そこに関わる人々の活動を物理的環境も含めて、組織化し、実践しなが

ら、振り返り、位置づけ、修正していくという、構成的かつ循環的で、環境に開いた学習環境

を創造する行為である（美馬 2010）。 

前述の研究目的を達成するために、本研究では、中国の A大学の日本語専攻の 2 年生 2 人と日

本語専攻の卒業生１名を調査対象者に選定し、調査を行った。調査ではまず、各調査対象者に言語

ヒストーリー（（Language learning history以下 LLH と略す）を書いてもらった。3人の日本語学

習の歴史を把握した上で、不明点と詳しい説明がほしいところを質問項目とし、調査対象者にイン

タービューを行った。 

調査結果の分析から、学習者と学習環境との相互作用がうまくいかない場合、その理由は「マイナ

スの意味づけ」と「学習動機の弱さ」にあるということがわかった。また、学習者と学習環境の相互作用

の実態を分析することから、学習環境デザイナーが同じ学習環境に複数存在することがわかった。そ

れは学習環境の「多重性」を示す。また、学習環境デザイナーが学習実践者と一致することから、学習

環境に「持続性」があるということもわかった。 

上述した結果から、学習者が持続的に学習できるように学習者及び教師が学習環境デザイン

する際に留意すべきことについての示唆が得られた。学習者は学習環境から受けた影響にプラ

スの意味づけをすることが重要である。学習動機の強化及び多様化も不可欠である。弱い学習

動機を強化したり、学習動機を多様化したりすることによって、学習者による学習環境との相

互作用はよりうまくいくように、持続的に学習できるようになるであろう。また、教師は多様

のニーズを持っている学習者の多様性を重視しなければならない。授業内の学習環境と授業外

の学習環境を関連させ、学習者が学習環境をデザインできるように支援すべきである。 
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